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ゆたかな心 確かな学力

◎家庭との連携を密にし、保護者
や地域に信頼される学校をめざ
す。

◎地域の共育コミュニティ等と積
極的に交流し、地域と共に育つ学
校をめざす。

開かれた学校

　今年度は「学級・集団をつくる」意識の醸成を目指して「学びの基礎を築く学級づくり」を研究主題
とした校内研修に取り組んできた。とりわけ、８年目に入ったＷＹＳＨ教育、本年度の県教委指定「き
のくに学力フォローアップ事業」によるＱ－Ｕを活用したＧアプローチ授業、退職校長（金谷先生・細
田先生）による若手教員への授業指導などで、生徒指導面や学校・学年経営に大きな成果を得られたと
感じている。
　次年度は、若い教員が多い本校の課題を解決すべく、授業改善に取り組みたいと考えている。特に
「学びの共同体」の考えを取り入れたグループ学習は、本校が本年度まで取り組んできた集団づくりに
も関連していると思われ、市教委の指導・援助を得て協同的な学習にチャレンジしていきたいと思う。

その他の課題

■「挨拶」は校内ではよくできて
いる。「ベル着」も指導により少
しずつ守られてきた。「掃除」は
二足制への移行に伴い、やや不徹
底である。

■「学年・学級づくり」で集団的
学びができつつある。

■学力・学習の状況分析から、授業
目標の明確化などが改善された。
■ＴＴ授業や集団的学び等によ
り、落ち着いた学習環境になって
きた。
■若手教員が授業改善の視点を明
確に持てるようになった。
■補充学習の方法については今後
も検討が必要である。

○「あ・そ・べ」を継続して徹底
指導する。

○Ｇアプローチ授業やWYSH教育な
どで「学年・学級づくり」を一層
進めるとともに、「協同的な学
び」を取り入れたよりよい学習集
団づくりを目指す。
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本年度の取組についての評価

○「協同的な学び」（グループ学
習）を取り入れることで、学ぶ楽
しさを追究できる授業づくりを進
める。

○補習授業を充実させるととも
に、「３点固定」を合い言葉にし
て家庭学習の充実をはかる。

平成 ２７年 ２月 １０日　　　　

◆「ぐるりんメール」を活用して
学校の予定等を配信し、家庭との
連携を密にする。
◆ホームページで、学校の様子を
適時発信する。
◆愛育会活動や共育コミュニティ
事業との連携で、本校教育への理
解と協力を得る。

◎道徳教育を推進し、基本的生活
習慣や規範意識、学習規律を育成
する。

◎学校行事や学級活動などを通し
て「誠実で、思いやりがあり、個
性豊かな生徒」を育む。

◎キャリア教育を充実させ、個々
の進路をしっかり見極める生徒の
育成を図る。

◎よくわかる授業（基礎基本の定
着）、生徒の興味・関心・意欲が
増す授業の工夫・改善により、生
徒の学びの自己実現を支援する。

◆生徒実践目標「あ（挨拶）、そ
（掃除）、べ（ベル着）」の徹底指導
◆WYSH教育やグループアプローチ
授業、教室掲示などを通した「より
望ましい学級・学年集団」づくり
◆多彩なゲストティーチャーの招
聘による、健全で個性豊かな人間
性の育成

◆全国学力学習状況調査、県学習
到達度調査の結果分析と活用
◆ＴＴやグループ学習による授業改
善
◆定期考査時等での補充学習
◆学力向上事業アドバイザーによ
る授業巡回や外部機関（クロネッ
ト）の協力による授業改善
◆ＯＪＴとしての「校長通信」

■メールとＨＰの活用により、学
校の情報提供についてのアンケー
トが90％の肯定評価を得た。
■共育コミュニティ活動と連携し
た防災行事などを実施できた。
■地域行事への参加は例年どおり
好評であった。

○メール・ＨＰについて、内容を精選
しながら継続して配信に努める。

○共育コミュニティの活用をさら
に充実させる。

○学校行事への保護者の参加を促
す対策を考える。


